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「

三

密

の

教

え

」

別
格
本
山
高
幡
山
金
剛
寺
　
　
貫
主
　
杉
　
田
　
純
　
一

今
か
ら
五
十
二
年
前
、
大
学
一
年
の
秋
に
当
山
先
々
代
貫
主
秋
山
大
僧
正
を
戒
師
と
し
て
仰

ぎ
、
旧
大
日
堂
に
於
い
て
田
中
成
明
師
、
今
は
亡
き
丸
山
祐
尊
師
、
そ
し
て
私
の
三
名
が
受
者

と
し
て
得
度
式
を
行
い
、
共
に
仏
門
に
入
り
ま
し
た
。
式
の
あ
と
客
殿
に
て
祝
宴
が
開
か
れ
、

そ
の
席
に
先
代
川
崎
大
師
貫
首
の

橋

天
大
僧
正
が
列
席
さ
れ
て
お
ら
れ
た
こ
と
、
半
世
紀

以
上
経
っ
た
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
指
導
や
手
助

け
を
受
け
、
僧
侶
と
し
て
未
熟
で
あ
っ
た
私
も
、
現
在
ど
う
に
か
僧
侶
ら
し
く
し
て
い
ら
れ
る

こ
と
に
改
め
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
、
国
内
で
は
四
月
に
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、

「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
の
か
け
声
の
も
と
に
感
染
拡
大
を
抑
え
込
む
こ
と
が
出
来
た
か
と
思
わ
れ
た

の
も
束
の
間
、
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
六
月
か
ら
は
再
び
感
染
が
拡
が
り
、
今
で
は
新
た
な
感
染

者
の
数
が
一
日
に
千
人
を
超
え
る
の
が
常
態
化
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、

感
染
者
の
累
計
は
二
千
万
人
を
超
え
、
終
息
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
人
々
の
一
番

の
願
い
は
一
日
で
も
早
い
治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。ま

た
当
初
の
「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
か
ら
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
へ
と
生
活
の
構
え
は
変
化
し
ま

し
た
が
、
三
密
、
す
な
わ
ち
「
一
、
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
　
一
、
多
数
が
集
ま
る
密
集
場
所

一
、
間
近
で
会
話
を
す
る
密
接
場
面
」
と
い
う
三
つ
の
密
を
避
け
る
と
い
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
予
防
の
基
本
は
何
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

真
言
宗
に
も
ま
た
「
三
密
」
な
る
教
え
が
あ
り
ま
す
。
三
密
と
は
身
密
（
か
ら
だ
の
は
た
ら

き
）
・
口
密
（
言
葉
の
は
た
ら
き
）
・
意
密
（
心
の
は
た
ら
き
）
の
こ
と
を
い
い
、
仏
の
三
密

と
わ
た
し
た
ち
衆
生
の
三
密
と
は
本
来
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
常
に
仏
の
よ
う
な
行

動
・
言
動
・
心
も
ち
を
も
っ
て
生
活
し
た
な
ら
ば
仏
と
成
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
三
密

の
教
え
で
す
。

戦
後
七
十
五
年
を
経
、
そ
の
間
い
ろ
い
ろ
な
災
害
や
出
来
事
が
あ
り
、
そ
の
度
ご
と
に
困
難

を
乗
り
越
え
、
よ
り
強
く
な
る
日
本
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
り
良
い
未
来
の
た
め
に
、
避
け
る
べ

き
三
密
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
皆
が
真
言
宗
の
三
密
の
教
え
を
実
践
し
、
こ
の
苦
難
を
乗
り
切

ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

蔓
延
が
お
さ
ま
ら
ず
、
そ
の
た
め
に

生
活
が
ま
ま
な
ら
ず
、
不
安
や
不
満

が
つ
の
る
毎
日
が
続
き
ま
す
。
こ
の

感
染
症
で
日
本
で
は
す
で
に
千
人
以

上
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
霊
の
冥
福
を
、

そ
し
て
辛
い
闘
病
生
活
を
送
ら
れ
て

い
る
方
々
の
恢
復
を
共
に
祈
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
感
染
症
は
拡
大
し
続
け
て
い

ま
す
か
ら
、
報
道
が
途
切
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
は
連
日
、
専
門
家
の
解
説

や
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
が
発
言
し
て
い
ま
す
。
私
は
熱

心
に
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
見
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
時
た
ま

つ
け
た
テ
レ
ビ
で
、
時
に
は
感
染
症

を
専
門
に
研
究
し
て
い
る
学
者
の
解

説
に
納
得
し
、
鋭
い
意
見
に
同
意
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
疑

問
に
思
う
解
説
や
コ
メ
ン
ト
も
多
々

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
感
染
症
と
公
衆

衛
生
の
研
究
を
専
門
と
す
る
あ
る
大

学
教
授
は
政
府
や
東
京
都
の
方
針
を

批
判
す
る
際
に
、
科
学
的
エ
ビ
デ
ン

ス
（
証
拠
）
に
も
と
づ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
調
し
て
い
ま
す
。
そ

の
先
生
の
口
か
ら
は
「
サ
イ
エ
ン
ス

は
エ
ビ
デ
ン
ス
に
も
と
づ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
科
学
を

強
調
す
る
発
言
が
目
立
ち
ま
す
。
と

こ
ろ
が
先
生
の
発
言
の
多
く
は
自
ら

の
研
究
の
範
囲
を
超
え
、
行
政
や
経

済
の
あ
り
方
に
ま
で
及
び
ま
す
。
し

か
も
自
ら
の
主
張
の
よ
う
に
施
策
を

し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
い

っ
た
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
も
と
づ

か
な
い
発
言
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
大
学
教
授
に
限
ら
な
い
の
で

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
科
学
的

知
見
を
総
合
す
れ
ば
こ
の
感
染
症
の

対
策
が
十
分
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
、
私
に
は
疑
問
に
思
え
て
き
ま
す
。

大
変
な
説
得
力
が
あ
る
科
学
的
仮

説
が
数
理
統
計
学
に
も
と
づ
い
て
発

表
さ
れ
、
数
ヶ
月
先
の
感
染
者
数
の

予
測
値
ま
で
示
さ
れ
、
私
た
ち
は
自

粛
生
活
を
受
け
容
れ
ま
し
た
。
そ
の

研
究
者
は
誠
実
に
そ
の
仮
説
を
示
し

た
の
で
す
が
、
そ
れ
さ
え
も
科
学
の

世
界
で
は
批
判
さ
れ
、
別
の
い
く
つ

か
の
数
値
計
算
方
式
も
提
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
医
学
者
の
み
な
ら
ず
物
理

学
を
専
門
と
す
る
数
理
統
計
の
研
究

者
も
仮
説
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
ま

た
別
の
未
来
予
測
の
計
算
方
式
も
提

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
感

染
症
対
策
を
基
礎
づ
け
る
科
学
的
根

雰
囲
気
を
映
像
化
す
る
手
法
に
疑
問

を
感
じ
な
が
ら
、
私
は
混
雑
の
中
で

マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
人
を
探
す
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
科
学
に
対
し
て
無
知
で

す
。
い
か
な
る
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス

も
知
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
無
知
な
私

た
ち
に
マ
ス
コ
ミ
は
さ
ま
ざ
ま
な
意

図
を
も
っ
た
情
報
を
流
し
ま
す
。
た

だ
一
つ
確
実
な
の
は
、
私
が
感
染
す

る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
感
染
さ
せ

る
危
険
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

う
か
、
な
ど
関
連
事
項
は
ほ
と
ん
ど

報
じ
ら
れ
ず
、
感
染
者
数
だ
け
が
一

人
歩
き
し
、
そ
れ
に
対
し
て
コ
メ
ン

ト
が
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
密
の
空
間
と
し
て
以
前
に
は

し
ば
し
ば
通
勤
時
間
帯
の
品
川
駅
の

コ
ン
コ
ー
ス
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
放
送
局
が
同
じ
よ
う
な
映
像

を
放
映
し
て
い
ま
し
た
。
品
川
駅
の

コ
ン
コ
ー
ス
を
望
遠
レ
ン
ズ
で
撮
影

す
れ
ば
遠
近
が
重
な
り
、
混
雑
状
況

を
映
し
出
す
映
像
と
し
て
都
合
が
よ

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な

こ
の
こ
と
を
不
安
に
思
う
か
、
そ
れ

と
も
風
邪
み
た
い
な
も
の
と
軽
く
見

る
か
は
当
事
者
で
あ
る
私
た
ち
一
人

一
人
の
生
き
方
の
問
題
で
あ
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
私
一
人
の
生
き
方

が
他
人
を
苦
し
め
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
人
間
の
生
き
る
厳
し
い
現
実

を
直
視
す
る
こ
と
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
蔓
延
の
中
で
改
め
て
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

感
染
症
は
人
間
を
ど
う
に
も
な
ら

な
い
現
実
に
追
い
込
み
、
誠
実
に
生

き
て
い
た
人
が
苦
し
み
死
ん
で
ゆ
く

と
い
う
不
条
理
を
ど
の
よ
う
に
受
け

と
め
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
を
フ
ラ
ン

ス
の
小
説
家
カ
ミ
ュ
は
『
ペ
ス
ト
』

に
描
き
ま
し
た
。
こ
の
感
染
症
ペ
ス

ト
の
不
条
理
と
は
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ

の
政
治
の
隠
喩
で
す
。
問
わ
れ
る
の

は
不
条
理
を
受
け
と
め
る
生
き
方
で

す
。
人
の
世
は
不
条
理
に
満
ち
て
お

り
、
現
代
は
政
治
と
合
体
し
た
欲
望

の
資
本
主
義
と
い
う
感
染
症
が
蔓
延

し
て
い
ま
す
。

科
学
的
知
見
の
み
で
は
な
く
、
生

き
方
を
改
め
て
問
い
直
す
感
染
症
対

策
が
私
た
ち
一
人
一
人
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
不
条
理
を
包
み
込
ん
だ

仏
さ
ま
の
世
界
を
仰
ぎ
見
て
、
祈
り

つ
つ
、
私
は
そ
の
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

拠
は
つ
ね
に
揺
ら
い
で
い
る
し
、
そ

れ
は
研
究
の
レ
ベ
ル
で
は
あ
た
り
ま

え
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
そ
の
よ
う

な
科
学
者
の
地
道
な
研
究
を
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
も
だ

い
ぶ
進
展
し
た
よ
う
で
、
三
月
頃
の

実
態
不
明
な
ま
ま
で
ウ
イ
ル
ス
の
解

説
が
さ
れ
て
い
た
状
況
と
は
大
い
に

異
な
る
よ
う
で
す
。
す
で
に
遺
伝
子

配
列
の
解
明
に
よ
っ
て
武
漢
型
、
欧

米
型
、
そ
し
て
現
在
日
本
に
蔓
延
し

て
い
る
東
京
型
と
タ
イ
プ
の
異
な
る

ウ
イ
ル
ス
の
追
跡

調
査
も
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
こ

の
よ
う
な
地
道
な

研
究
と
相
ま
っ
て
、

臨
床
現
場
で
の
治

療
の
経
験
値
も
飛

躍
的
に
向
上
し
、

重
症
患
者
数
も
抑

え
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も

科
学
の
基
礎
研
究
と
臨
床
現
場
の
努

力
と
成
果
に
は
感
謝
を
捧
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
テ
レ
ビ
か
ら
流
さ
れ
る
コ

ロ
ナ
情
報
は
科
学
的
知
見
に
も
と
づ

く
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。
毎
日
の
感
染
者
数
の
発
表

で
私
た
ち
は
ド
キ
ッ
と
し
、
不
安
を

つ
の
ら
せ
ま
す
。
検
査
対
象
の
全
体

数
、
ク
ラ
ス
タ
ー
と
い
わ
れ
る
特
定

箇
所
に
集
中
し
た
検
査
で
あ
る
か
ど

廣
澤
隆
之
先
生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
大
正
大
学
名
誉
教
授

●
浄
福
寺
住
職

お
不
動
さ
ま
の
心
—（
一
一
〇
）

現
代
の
世
相
か
ら
(70)
廣
　
澤
　
隆
　
之

不動明王坐像　山脇敏男 作
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ご
　
奉
　
納
　
御
　
礼

左
記
ご
奉
納
頂
き
大
変
有
難
く
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
敬
称
を
す
べ
て
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

一
、
品
名
　
経
　
　
机

奉
納
者
　

立
川
市
　
太

布
　
秀
　
甫

立
川
市
　
太

布
　
宗
　
甫

一
、
品
名
　
消

毒

液

奉
納
者
　

立
川
市
　
浜

中

石

材

店

小
金
井
市
　
つ
く
ば
家
石
材

日
野
市
　
セ
レ
モ
ニ
ー
小
峰

日
野
市
　
谷
　
井
　
正
　
剛

一
、
品
名
　
マ

ス

ク

奉
納
者
　

立
川
市
　
三
　
田
　
花
　
店

栃
木
市
　
株
式
会
社
阿
部

武
蔵
野
市

和
　
博

国
立
市
　
佐
藤
ふ
じ
子（
手
作
り
）

紀
の
川
市
　
本
多
寿
美
代（
手
作
り
）

国
分
寺
市
　
田
　
倉
　
澄
　
恵

八
王
子
市
　
早
　
川
　
政
　
江

横
浜
市
　
松
　
井
　
康
　
成

三
本
　
清
瀬
市

沖
　
山
　
順
　
子

日
野
市

岡
　
村
　
雅
　
光

八
王
子
市

久
　
島
　
孝
　
行

八
王
子
市

木
　
下
　
義
　
徳

八
王
子
市

木
　
下
　
良
　
子

相
模
原
市

秋
　
山
　
直
　
子

横
浜
市

村
　
松
　
卓
　
峰

横
浜
市

村
　
松
　
二
　
朗

幟
旗
奉
納
者
芳
名

（
令
和
二
年
五
月
一
日
～
七
月
三
十
一
日
）

千
体
地
蔵
尊奉

安
者
芳
名

（
令
和
二
年
五
月
一
日
～
七
月
三
十
一
日
）

境
内
整
備
緑
化
資
金

寄
進
者
芳
名

（
令
和
二
年
五
月
一
日
～
七
月
三
十
一
日
）

日
野
市
　

遠
　
藤
　
和
　
子

中
野
区
　
黒
　
澤
　

記

調
布
市
　
柴
　
田
　
芳
　
子

八
王
子
市
　
宮
　

崇
　
裕

彦
根
市
　
西
　
澤
　
政
　
男

（
二
回
）

「
在
宅
写
経
」
の
お
す
す
め

高
幡
不
動
尊
で
は
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
に
ご
自
宅
で
出
来
る
写
経
用
紙
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

時
節
柄
、
ご
自
宅
に
い
る
機
会
が
多
い
時
に
、
ご
自
身
の
修
養
の
為
に
写
経
を
始
め
ら
れ
る
事
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

写
経
用
紙
　
　
　
一
巻
　
弐
千
円
（
送
料
　
参
百
円
）

写
経
用
紙
を
郵
送
で
ご
希
望
の
方
は
、
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
高
幡
不
動
尊
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。
写
経
用
紙
と
一
緒
に
払
込
取
扱
票
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
郵
便
振
込
で
お
支
払
い

下
さ
い
。
振
込
手
数
料
は
無
料
で
す
。（
複
数
巻
ご
希
望
の
方
は
電
話
で
ご
連
絡
下
さ
い
）

電
　
　
　
話
　
〇
四
二
（
五
九
一
）
〇
〇
三
二

フ
ァ
ッ
ク
ス
　
〇
四
二
（
五
九
三
）
三
〇
三
八

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
の
方
は
、
当
山
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
印
刷
し
て
ご
利

用
下
さ
い
。

※
書
き
終
わ
り
ま
し
た
写
経
用
紙
は
、
当
山
に
ご
返
送
下
さ
い
。
写
経
用
紙
は
当
山
の
ご
本
尊
・

不
動
明
王
様
の
御
宝
前
に
ご
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東日本大震災慰霊地蔵尊の経机（五重塔地階）

「
多
摩
八
十
八
ヶ
所
巡
拝
の
し
お
り
」
刊
行
の
お
知
ら
せ

平
成
四
年
に
出
版
さ
れ
た
「
多
摩
八
十
八
ヶ
所
巡
拝
の
し
お
り
」

を
再
編
し
、
新
冊
子
と
し
て
刊
行
致
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
に
は
弘
法
大
師
御
生
誕
一
二
五
〇
年
を
迎
え
ま
す
の

で
お
大
師
様
の
信
仰
を
深
め
八
十
八
ヶ
所
巡
拝
を
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

一
部

一
、〇
〇
〇
円

※
ご
希
望
の
方
に
は
郵
送
致

し
ま
す
。（

送
料
三
〇
〇
円
）

〇
四
二
—

五
九
一
—

〇
〇
三
二

龍
華
会
ま
で



高 幡 不 動 尊 令和2年9月1日 （4）第112号

施餓鬼大法要　8/15

色とりどりの手作りマスク

密を避けてお詣り下さい

大日堂にて青葉まつり法要 6/15

護摩修行でマスク着用の僧侶



令和2年9月1日 高 幡 不 動 尊（5） 第112号

九
月
二
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
止

秋
の
行
事
案
内

◇

九
　
月
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

○
13
日（
日
）
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
20
日（
日
）
ご
ざ
れ
市
（
が
ら
く
た
市
）

○
21
日（
祝
）
月
例
写
経
会
〈
午
後
一
時
半
〉
法
話
　
山
内
僧
侶

○
22
日（
祝
）
彼
岸
会
法
要
〈
午
前
七
時
〉
大
日
堂

○
24
日（
木
）
千
体
地
蔵
尊
月
例
法
要
〈
午
後
二
時
〉
法
話
　
山
内
僧
侶

○
28
日（
月
）
秋
季
大
祭
大
般
若
会

◇

十
　
月
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

○
11
日（
日
）
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
18
日（
日
）
ご
ざ
れ
市
（
が
ら
く
た
市
）

○
21
日（
水
）
月
例
写
経
会
〈
午
後
一
時
半
〉
法
話
　
山
内
僧
侶

○
24
日（
土
）
千
体
地
蔵
尊
月
例
法
要
〈
午
後
二
時
〉
法
話
　
山
内
僧
侶

○
28
日（
水
）
月
例
祭（
ご
縁
日
）
法
話
　
山
内
僧
侶

○
30
日（
金
）
〜
11
月
8
日（
日
）
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク

◇

十
一
月
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

○
十
一
月
中
　
七
五
三
祈
願
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
8
日（
日
）
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
11
日（
水
）
〜
17
日（
火
）
世
界
糖
尿
病
デ
ー
　
　

（
七
頁
参
照
）

五
重
塔
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

○
15
日（
日
）
ご
ざ
れ
市
（
が
ら
く
た
市
）

○
20
日（
金
）
萬
燈
会
（
九
頁
参
照
）

○
21
日（
土
）
月
例
写
経
会
〈
午
後
一
時
半
〉
法
話
　
山
内
僧
侶

○
23
日（
祝
）
花
塚
供
養

○
24
日（
火
）
千
体
地
蔵
尊
月
例
法
要
〈
午
後
二
時
〉
法
話
　
山
内
僧
侶

○
28
日（
土
）
月
例
祭
（
ご
縁
日
）
法
話
　
山
内
僧
侶

お
花
講
総
登
嶺
日

十
月
二
十
八
日
〜
十
一
月
十
七
日
　
中
　
止

高
幡
不
動
尊
菊
ま
つ
り

十
一
月
十
一
日
〜
十
一
月
十
七
日

（
期
間
中
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
み
開
催
致
し
ま
す
）

世
界
糖
尿
病
デ
ー
五
重
塔

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

十
一
月
十
三
日
・
十
四
日
　
中
　
止

高
幡
写
仏
会

十
一
月
十
八
日
〜
十
一
月
三
十
日
　
中
　
止

（
期
間
中
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
み
開
催
　
十
七
時
〜
二
十
時
）

高
幡
不
動
尊
も
み
じ
ま
つ
り

十
一
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
　
中
　
止

（
二
十
日
山
内
僧
侶
の
み
に
て
法
要
）

※
も
み
じ
灯
路
は
両
日
中
止
致
し
ま
す
。

萬
燈
会
・
た
か
は
た
も
み
じ
灯
路

十
二
月
二
十
一
日
（
午
後
五
時
よ
り
山
内
僧
侶
の
み
に
て
法
要
）

※
法
要
後
す
べ
て
の
お
札
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
本
年
の
う
ど
ん
接
待
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

冬
至
星
ま
つ
り

諸
行
事
中
止
・
縮
小
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
秋
の
諸
行
事
を
一
部
中
止
・
縮
小
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

（
毎
月
十
五
日
に
は
お
焚
き
上
げ
が

行
わ
れ
ま
す
）



高 幡 不 動 尊 令和2年9月1日 （6）第112号

福
岡
、
大
分
、
熊
本
を
中
心
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が

コ
ロ
ナ
禍
で
復
興
に
大
変
時
間
が

掛
か
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
一

日
で
も
早
い
復
興
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。
　
　
　
（
小
澤
記
）

奥
殿
休
館
の
お
知
ら
せ

奥
殿
の
清
掃
・
展
示
替
え
の
為

九
月
二
十
九
日
〜
十
月
二
十
七
日

の
間
休
館
と
な
り
ま
す
。
尚
、
重

文
不
動
三
尊
は
正
面
の
外
か
ら
お

参
り
い
た
だ
け
ま
す
。

青
葉
ま
つ
り
（
6/15
）

六
月
十
五
日
、
真
言
宗
の
宗
祖

弘
法
大
師
、
中
興
の
祖
興
教
大
師

の
ご
誕
生
を
慶
祝
す
る
青
葉
ま
つ

り
法
要
が
大
日
堂
に
於
て
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
弘
法
大
師
諡
号
壱
千
百

年
の
年
に
相
当
し
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
僧

侶
の
み
で
の
法
要
と
な
り
、
広
い

堂
内
に
声
明
の
声
が
響
い
て
お
り

普
段
と
は
違
っ
た
お
祝
い
と
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
（
百
戸
記
）

あ
じ
さ
い
毬
切
り
（
7/2
）

あ
じ
さ
い
の
毬
切
り
が
山
内
職

員
総
出
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
山
一
面
に
綺
麗
な
花
を

咲
か
せ
、
散
策
に
訪
れ
た
方
々
に

心
の
癒
し
の
時
間
を
届
け
、
楽
し

ん
で
頂
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ま
だ
色
鮮
や
か
で
立
派
な
毬
も

多
く
、
少
し
惜
し
い
気
も
し
ま
し

た
が
、
来
年
更
に
素
晴
し
い
あ
じ

さ
い
が
咲
く
よ
う
に
と
祈
り
な
が

ら
毬
を
切
り
落
と
し
ま
し
た
。

（
速
水
記
）

七
月
豪
雨
災
害
義
援
金

こ
の
度
の
令
和
二
年
七
月
豪
雨

災
害
の
被
災
地
に
向
け
て
、
日
本

赤
十
字
社
を
通
じ
て
当
山
よ
り
義

援
金
・
壱
百
万
円
を
寄
付
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
今
回
の
豪
雨
で
は

あじさいの花をひと毬ひと毬切りました。

港区 日赤本社にお届け

俳
句
大
会
は
一
七
六
〇
句
の
応

募
が
あ
り
、
上
位
三
十
名
の
入
賞

が
決
ま
り
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
〈
一
位
〜
三
位
〉

ひ
と
す
ぢ
の
光
を
引
き
て
沙
羅
落
花

台
東
区
　
松
田
　
奉
子

錫
杖
の
浄
む
る
御
練
春
隣

日
野
市
　
加
藤
　
寿
雄

初
護
摩
や
歩
み
急
か
さ
る
鉦
太
鼓

府
中
市
　
酒
井
　
努

西
村
ち
づ
子

古
郡
　
孝
之

相
馬
マ
サ
子
　
　
新
井
よ
し
を

岡
田
　
敏
彦

草
刈
　
幸
風

知
葉
　
栄
子
　

木
　
弘
美

酒
井
　
珠
慧
　
　
松
川
　
洋
酔

吉
野
　
新
一

落
合
　
保
夫

原
川
　
篤
子
　
　
吉
田
　
鈴
子

成
田
　
清
子
　
　
朝
倉
万
亀
生

大
野
　
綾
子
　
　
飯
田
　
朋
子

塚

五
合
子

工
藤
　
千
代

丸
山
は
る
お

萩
生
田
芳
孝

吉
田
マ
チ
エ

平
向

邦
江

鵜
飼
　
三
郎
　
　
武
山
　
昭

金
子
　
熙

選
者
は
次
の
先
生
方
で
す
。

（
敬
称
・
肩
書
略
・
五
十
音
順
）

大
久
保
白
村
・
大
竹
多
可
志

柏
田
　
浪
雅
・
才
野
　
洋

笹
木
　
弘
　
・
鈴
木
　
貞
雄

鈴
木
　
節
子
・
高
橋
　
悦
男

棚
山
　
波
朗
・
星
野
　
高
士

矢
島
　
艶
子
の
諸
先
生

短
歌
大
会
は
三
百
五
十
首
の
投

稿
が
あ
り
、
上
位
三
十
名
の
入
賞

が
決
ま
り
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
〈
一
位
〜
三
位
〉

そ
こ
だ
け
に
時
が
止
ま
っ
て
ゐ
る
よ
う
だ

仁
王
門
わ
き
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス

日
野
市
　
柴
田
　
慶
子

あ
ぢ
さ
い
の
碧
き
海
ゆ
く
ヨ
ッ
ト
の
帆

少
女
の
し
ろ
き
そ
の
ブ
ラ
ウ
ス
は

世
田
谷
区
　
長
谷
川
　
瞳

堂
内
の
御
明
か
し
を
消
す
若
き
僧

納
め
不
動
は
賑
わ
い
を
待
つ

板
橋
区
　
伊
藤
恭
一
郎

石
川
る
み
子
　
　
藤
森
　
成
雄

福
島
　
壺
春
　
　
中
安
百
合
子

千
明

武
紀
　
　
佐
藤
　
輝
子

藤
井
　
徳
子
　
　
南
　
　
孝
子

石
井
　
狗
童
　
　
宮
本
　
順
子

橘
　
　
光
江
　
　
桜
井
　
栄
一

大
戸
紀
久
代
　

杉
山
　
英
夫

鷲
田
ひ
さ
み

桜
井
　
倭
子

中
道
　
操
　
　
　
長
谷
川
祐
次

宮
田
　
美
子
　
　
久
野
　
静
代

大
野
　
綾
子
　
　
羽
生
　
幸
子

最
上
智
恵
子
　
　
大
木
か
づ
子

藤
野
　
宏
子
　
　
横
手
　
直
美

渡
利
　
杏

選
者
は
次
の
先
生
方
で
す
。

（
敬
称
・
肩
書
略
・
五
十
音
順
）

大
河
原
惇
行
・
狩
野
　
一
男

長
澤
　
ち
づ
・
松
坂
　
弘

の
諸
先
生

高
幡
不
動
尊
俳
句
大
会

高
幡
不
動
尊
短
歌
大
会

七
月
豪
雨
災
害
の
お
見
舞
い
と

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す



こ
れ
に
驚
か
れ
た
醍
醐
天
皇
は
、

た
だ
ち
に
檜
皮
色

ひ
わ
だ
い
ろ

の
僧
衣
を
用
意
し
、

第
四
代
高
野
山
金
剛
峯
寺
座
主
の
観か

ん

賢げ
ん

に
託
し
ま
し
た
。
観
賢
が
僧
衣
を

持
っ
て
お
大
師
さ
ま
が
入
定
さ
れ
て

い
る
御
廟
の
扉
を
開
け
ま
し
た
が
、

霧
が
か
か
っ
て
そ
の
お
姿
が
見
え
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
一
心
に
祈
っ
た
と
こ

ろ
、
霧
が
晴
れ
お
姿
が
現
れ
ま
し
た

が
、
ま
さ
に
天
皇
の
枕
元
で
詠
ま
れ

た
歌
の
と
お
り
の
お
姿
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
観
賢
は
天
皇
よ
り
拝
領

し
た
僧
衣
に
替
え

て
さ
し
上
げ
た
の

で
し
た
。

こ
の
と
き
、
観

賢
に
帯
同
し
て
い

た
弟
子
の
淳
祐

し
�
ん
ゆ
う

に

は
、
残
念
な
こ
と

に
そ
の
お
姿
が
見

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
観
賢
は
淳
祐
の
手
を
と
り
、

お
大
師
さ
ま
の
膝
に
觸
れ
さ
せ
る
と
、

そ
の
手
に
か
ぐ
わ
し
い
香
り
が
移
り
、

そ
の
移
り
香
は
終
生
消
え
る
こ
と
が

な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

観
賢
は
「
淳
祐
で
さ
え
お
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
他
の
者
も
同
様
に
見
る
こ
と

が
で
き
ず
、
お
大
師
さ
ま
の
ご
入
定

を
疑
う
者
が
現
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
考
え
、
高
野
山
奥
院
の
御
廟
を
厳

重
に
封
印
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

令和2年9月1日 高 幡 不 動 尊（7） 第112号

お
不
動
さ
ま
教
え
て
？

ご
質
問

お
不
動
さ
ま
の
境
内
で
聞

こ
え
て
き
た
歌
は
何
な
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
の
歌
詞
と
意
味
が
知
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
お
不
動
さ
ま

教
え
て
く
だ
さ
い
。（
前
前
号
・
前

号
か
ら
の
つ
づ
き
）

お
答
え
　
は
い
、
お
答
え
い
た
し
ま

す
。前

号
ま
で
、
《
御
詠
歌
（
ご
え
い

か
）
》
の
成
り
立
ち
と
、
大
師
堂
に

流
れ
て
い
る
歌
詞

の
意
味
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
し
た

が
、
今
号
で
は
そ

の
つ
づ
き
を
い
た

し
ま
す
。

さ
て
、
第
六
十

代
醍
醐
天
皇
の
夢

枕
に
て
お
大
師
さ

ま
が
詠
ま
れ
た
の
が
、

【
弘
法
大
師
第
二
番
詠
歌
】

高た
か

野の

山
結

や
ま
む
す

ぶ
庵

い
お
り

に
袖そ

で

朽く

ち
て

苔こ
け

の
下し

た

に
ぞ
有
明

あ
り
あ
け

の
月つ

き

「
私
空
海
は
高
野
山
に
て
入
定
し

た
の
で
あ
る
が
、
長
い
年
月
を
経
て

私
の
衣
の
袖
は
朽
ち
果
て
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
夜
が
明
け
て
も
な
お

天
空
に
残
っ
て
い
る
月
の
よ
う
に
、

私
も
ま
た
苔
む
し
た
岩
蔭

い
わ
か
げ

か
ら
、
今

も
な
お
衆
生
を
済
い
つ
づ
け
て
い
る

よ
」
と
い
う
歌
で
し
た
。

高
幡
い
き
も
の
曼
荼
羅

⑫

夏
に
な
る
と
高
幡
不
動
尊
の
境
内
に
は
い
ろ
ん
な
種
類
の
蜻
蛉

と
ん
ぼ

が
飛
び
交
い
ま
す
。
大
日
堂
脇
の
小
流
れ

で
は
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ
が
産
卵
の
た
め
に
直
線
的
に
行
き
来
す
る
姿
を
見
か
け
ま
す
。
境
内
の
あ
ち
こ
ち
に
水

場
が
あ
る
の
で
、
蜻
蛉
た
ち
に
と
っ
て
は
格
好
の
繁
殖
場
所
に
な
る
よ
う
で
す
。
雌
雄
が
連
結
し
た
ま
ま
飛

ん
で
い
た
り
、
尾
の
先
を
水
に
つ
け
な
が
ら
産
卵
し
て
い
る
の
も
良
く
見
る
光
景
で
す
。
ま
た
水
草
に
じ
っ

と
と
ま
っ
て
い
る
糸
蜻
蛉
に
も
風
情
が
あ
り
ま
す
。

古
来
蜻
蛉
は
「
秋
津
」
と
呼
ば
れ
日
本

人
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
都

市
化
に
伴
っ
て
里
山
が
少
な
く
な
る
に
つ

れ
、
蜻
蛉
も
種
類
や
数
を
減
ら
し
て
い
ま

す
。
高
幡
不
動
尊
の
境
内
は
幸
い
に
も
里

山
の
環
境
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
立
地
条
件
だ
け
で
は
な
く
、
お
寺

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
関
わ
っ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

お
寺
は
信
仰
の
場
所
で
あ
り
、
仏
様
と
の
出
会
い
の

場
所
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
在
り
方
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
の
日
常
で
変
容
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
永

年
に
亘
っ
て
育
ま
れ
た
境
内
の
自
然
環
境
を
、
次
の
世

代
に
託
す
ヒ
ン
ト
を
小
さ
な
生
き
物
達
が
教
え
て
く
れ

て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ヤブヤンマの産卵

仏足石にとまるオニヤンマ

深紅のアキアカネ

気
づ
い
た
り
動
揺
し
た
り
す
る
こ

と
を
い
う
「
色
め
く
」
と
い
う
言

葉
な
ど
、
色
の
字
が
つ
く
言
葉
や

慣
用
句
は
大
変
多
く
あ
り
ま
す
。

仏
典
で
「
色
」
と
い
え
ば
、『
般

若
心
経
』
に
説
か
れ
る
「
色
即
是

空
」
の
句
が
有
名
で
す
。
こ
の
句

み
な
さ
ん
は
「
色
」
と
い
え
ば
、

普
通
、
白
や
赤
と
い
っ
た
色
彩
の

こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
色
を
用
い
た
こ
と

ば
に
は
、
音
の
感
覚
的
な
特
性
を

表
現
す
る
「
音
色
」
や
、
ま
た
、

時
節
が
来
て
華
や
ぐ
こ
と
や
、
活

な
に
げ
な
く
つ
か
っ
て
い
る
仏
教
の
こ
と
ば
│
色
（
い
ろ
・
し
き
）

に
お
け
る
「
色
」
と
は
、
単
に
色

彩
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、

「
形
」
と
い
う
意
味
を
も
含
ん
で

お
り
、
要
す
る
に
「
色
」
と
は
《
す

べ
て
の
物
質
》
の
こ
と
を
意
味
す

る
こ
と
ば
な
の
で
す
。（

小
林
靖
典
）

大　師　堂
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コ
ロ
ナ
禍
と
熱
中
症
。
酷
い
暑
さ

が
続
き
40
を
超
え
る
気
温
な
ど
今
迄

経
験
し
た
こ
と
の
無
い
夏
で
し
た
。

山
内
も
コ
ロ
ナ
対
策
で
各
種
行
事
の

中
止
、
三
密
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
境

内
各
施
設
の
閉
鎖
等
を
行
な
い
感
染

予
防
に
務
め
て
い
ま
す
、
早
い
収
束

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
誌
面
の
縮
少

も
あ
り
ま
す
が
、
涼
し
い
部
屋
で
適

度
な
水
分
補
給
を
し
て
ご
一
読
く
だ

さ
い
。

皆
様
方
の
安
寧
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

交
通
安
全
祈
願

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

午
後
四
時
半
ま
で
に
お
申
込
下

さ
い
。

○
ご
祈
願
料

金
三
千
円
也

御
護
摩
修
行

○
平
日

八
時
・
十
時
・

十
一
時
半
・
一
時
・
三
時

○
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

八
時
・
十
時
・
十
一
時
半
・

一
時
・
二
時
半
・
四
時

○
但
し
一
日
、
十
五
日
の
午
前
中
は

五
時
・
十
時
・
十
一
時
半

○
ご
縁
日
（
二
十
八
日
）

五
時
・
九
時
・
十
時
・
十
一
時
・

十
二
時
・
一
時
・
二
時
半
・
四
時

○
御
護
摩
料

金
参
千
円
也

金
五
千
円
也

金
壱
万
円
也

（
大
護
摩
）
金
参
万
円
以
上

ご
縁
日
＝
毎
月
二
十
八
日

境
内
に
市
が
立
ち
参
道
は
歩
行

者
天
国
に
な
り
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
リ
サ
イ
ク
ル
市
）

毎
月
第
二
日
曜
日
（
雨
天
中
止
）

ご
ざ
れ
市
（
が
ら
く
た
市
）

毎
月
第
三
日
曜
日
（
雨
天
決
行
）

お
焚
き
上
げ

毎
月
十
五
日
午
前
九
時

月
例
写
経
会

毎
月
二
十
一
日
午
後
一
時
半

千
体
地
蔵
尊
月
例
法
要

毎
月
二
十
四
日
午
後
二
時

奥
殿
拝
観
（
月
曜
休
館
）

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

拝
観
料
　
三
〇
〇
円

大
日
堂
　
鳴
り
龍
・
襖
絵
拝
観

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

参
拝
料
　
二
〇
〇
円

（
月
曜
休
館
）

尚
法
要
中
は
拝
観
一
時
休
止
に
な

り
ま
す
の
で
ご
諒
承
下
さ
い
。

御
◆
案
◆
内

当山では御護摩札を郵送により授与する受付を行っています。

郵送ご希望の方は、必要事項（お名前、お願い事、生まれ年、郵送先住所、ご連

絡先等）をご記入のうえ、郵便（葉書、封書等）、又はＦＡＸでお申し込み下さい。

御札が届きましたら、同封の払込取扱票で郵便局にてご送金下さい。

お申し込み・お問い合わせは高幡不動尊事務局まで

〒191-0031 東京都日野市高幡７３３番地

高幡不動尊　護摩札郵送係
電話　０４２−５９１−００３２　　ＦＡＸ ０４２−５９３−３０３８

大護摩札
金参萬円以上
送料 800円

長さ 58cm

中護摩札
金壱萬円
送料 800円

長さ 52cm

護摩料
金五千円
送料 600円

長さ 45cm

護摩料
金参千円
送料 400円

長さ 37cm

懐中札
金参千円
送料 300円

長さ 11cm

交通安全祈願料
金参千円
送料 300円

長さ 15.5cm

※電話、メール、インターネット等でのお申し込みは受付しておりません。
御札を複数郵送希望の場合、送料の金額が変わります

御
護
摩
札
郵
送
の
ご
案
内

。


